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足
立
区
議
会

自
由
民
主
党
討 論 者

委　員
藤 沼　 壮 次

本
予
算
案
は
「
今
、
協
働
の
そ
の
先
へ
。
協
創

へ
の
１フ

ァ
ー
ス
ト

ｓ
ｔ
ス
テ
ッ
プ
」
と
銘
打
ち
、
30
年
後
の

将
来
を
目
指
し
、
文
字
ど
お
り
の
第
一
歩
を
踏
み

出
す
た
め
の
予
算
で
あ
る
。

事
業
内
容
を
見
る
と
、
「
ひ
と
」
の
施
策
は
、

平
成
30
年
４
月
待
機
児
童
ゼ
ロ
を
目
指
し
た
取
組

み
、
確
か
な
学
力
の
定
着
に
向
け
た
取
組
み
、
不

登
校
対
策
や
ひ
と
り
親
家
庭
へ
の
支
援
と
子
ど
も

の
貧
困
対
策
へ
の
取
組
み
。
「
く
ら
し
」
の
施
策

は
、
警
視
庁
と
連
携
し
た
治
安
対
策
、
健
康
寿
命

の
延
伸
と
医
療
費
の
適
正
化
に
向
け
た
健
康
対
策
。

「
ま
ち
」
の
施
策
は
、
大
学
病
院
誘
致
の
推
進
と

防
災
対
策
。
「
行
財
政
」
の
施
策
は
、
協
創
推
進

体
制
の
構
築
な
ど
、
こ
れ
ら
の
重
点
施
策
は
今
日

的
課
題
等
も
含
ま
れ
て
お
り
、
区
民
に
と
っ
て
極

め
て
大
事
な
施
策
で
あ
り
、
万
般
に
渡
っ
て
目
配

り
の
き
い
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
中
で
も
、

子
ど
も
施
策
は
全
国
的
に
も
先
進
的
な
取
組
み
が

注
目
さ
れ
、
区
長
の
優
れ
た
感
性
に
よ
る
も
の
と

敬
意
を
表
す
る
。
ま
た
、
大
学
病
院
誘
致
は
区
民

永
年
の
悲
願
で
あ
り
、
平
成
29
年
度
こ
そ
が
、
大

学
病
院
誘
致
を
確
実
に
す
る
最
も
大
事
な
１
年
と

認
識
し
、
議
会
と
執
行
機
関
が
一
体
と
な
っ
て
運

動
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

予
算
特
別
委
員
会
で
我
が
党
委
員
か
ら
指
摘
し

た
事
項
や
提
案
及
び
要
望
に
つ
い
て
は
、
本
予
算

の
執
行
と
今
後
の
区
政
運
営
に
確
実
に
反
映
す
る

よ
う
強
く
求
め
る
。

な
お
、
共
産
党
か
ら
提
案
さ
れ
た
修
正
案
は
、

公
共
サ
ー
ビ
ス
の
外
部
化
反
対
、
保
育
園
の
民
営

化
反
対
、
長
期
的
視
点
に
立
っ
た
施
設
の
再
整
備

計
画
反
対
等
々
、
我
が
党
と
は
根
本
的
に
意
見
の

相
違
が
あ
り
、
賛
成
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

最
後
に
、
今
日
の
世
界
政
治
の
急
激
な
変
動
と

東
ア
ジ
ア
の
動
揺
を
鑑
み
、
区
政
運
営
に
お
い
て

も
、
今
後
は
不
測
の
事
態
や
景
気
の
急
激
な
変
動

に
備
え
、
一
層
堅
実
な
財
政
運
営
に
努
め
て
い
く

こ
と
を
要
望
す
る
。

日
本
共
産
党

足
立
区
議
団
討 論 者

委　員
鈴木 けんいち

区
民
の
生
活
状
況
を
見
る
と
、
年
所
得
100
万
円

か
ら
300
万
円
の
低
所
得
層
が
増
え
る
一
方
、
550
万

円
か
ら
１
千
万
円
の
区
民
は
減
り
、
中
間
層
の
疲

弊
と
低
所
得
層
の
増
加
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。

第
一
に
、
23
区
で
一
番
高
い
低
所
得
者
の
保
育

料
、
23
区
の
過
半
数
で
行
っ
て
い
る
介
護
保
険
利

用
料
の
負
担
軽
減
策
は
実
施
し
な
い
な
ど
、
区
民

に
背
を
向
け
た
ま
ま
で
あ
る
。
我
が
党
は
予
算
修

正
案
を
提
出
し
た
が
、
過
去
最
高
に
な
っ
た
基
金

の
わ
ず
か
0.15
％
を
活
用
す
る
だ
け
で
29
の
拡
充
事

業
が
実
施
で
き
、
区
の
姿
勢
が
問
わ
れ
る
。

第
二
に
、
税
金
の
無
駄
遣
い
が
ひ
ど
過
ぎ
る
。

戸
籍
業
務
や
国
民
健
康
保
険
業
務
の
外
部
委
託
を

強
引
に
進
め
、
調
査
委
員
会
か
ら
も
批
判
の
声
が

上
が
っ
た
。
民
間
企
業
へ
の
外
部
委
託
の
間
違
い

は
明
ら
か
で
あ
り
、
中
止
す
べ
き
で
あ
る
。
千
住

一
丁
目
再
開
発
は
、
民
間
の
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
に

40
億
円
の
税
金
を
投
入
し
て
特
定
業
者
を
優
遇
す

る
も
の
で
、
凍
結
し
再
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

第
三
に
、
放
射
能
の
不
安
解
消
と
し
て
の
面
的

測
定
や
食
材
検
査
は
拒
否
す
る
一
方
で
、
圧
倒
的

に
反
対
の
声
が
あ
っ
て
も
学
校
統
廃
合
は
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
の
策
定
を
進
め
、
公
共
施
設
削
減
の
た
め

の
管
理
計
画
を
作
ろ
う
と
し
て
い
る
。

第
四
に
、
予
算
案
に
は
災
害
用
定
点
カ
メ
ラ
の

画
像
を
令
状
な
し
で
警
察
に
提
供
し
、
個
人
情
報

侵
害
と
区
民
監
視
に
つ
な
が
る
予
算
も
含
ま
れ
て

お
り
重
大
で
あ
る
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
は
、
５
年
間
で
最
高

の
値
上
げ
、
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
は
、
保

険
料
特
例
軽
減
の
廃
止
で
10
倍
の
負
担
増
に
な
る

区
民
も
生
ま
れ
、
高
齢
者
の
生
活
を
圧
迫
す
る
も

の
で
あ
り
賛
成
で
き
な
い
。

区
政
が
区
民
に
寄
り
添
い
、
過
去
最
高
と
な
っ

た
積
立
基
金
な
ど
豊
か
な
財
源
の
一
部
を
活
用
し

て
暮
ら
し
を
支
え
、
義
務
教
育
の
無
償
原
則
の
立

場
か
ら
学
校
給
食
無
料
化
に
踏
み
出
す
な
ど
、
教

育
充
実
を
図
る
方
向
に
転
換
す
る
こ
と
を
求
め
る
。

足
立
区
議
会

公

明

党
討 論 者

委　員
くぼた 美 幸

平
成
29
年
度
予
算
は
「
今
、
協
働
の
そ
の
先
へ
。

協
創
へ
の
１フ

ァ
ー
ス
ト

ｓ
ｔ
ス
テ
ッ
プ
」
と
銘
打
ち
、
規
模

は
一
般
会
計
当
初
予
算
総
額
で
２
千
741
億
円
と
、

前
年
度
と
比
べ
11
億
円
の
増
額
、
３
年
連
続
で
過

去
最
大
の
更
新
と
な
っ
た
。

歳
入
に
お
い
て
は
８
億
円
余
の
増
収
が
見
込
ま

れ
る
一
方
、
歳
出
で
は
今
後
経
費
の
増
大
が
見
込

ま
れ
る
た
め
、
よ
り
一
層
、
自
主
財
源
の
安
定
確

保
に
努
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

子
ど
も
施
策
で
は
、
学
力
向
上
対
策
や
英
語
教

育
の
充
実
と
し
て
３
つ
の
新
規
事
業
が
盛
り
込
ま

れ
て
い
る
。
未
来
へ
つ
な
ぐ
あ
だ
ち
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
、
ひ
と
り
親
家
庭
支
援
や
居
場
所
を
兼
ね
た

学
習
支
援
の
拡
充
に
取
り
組
む
と
し
て
い
る
。

く
ら
し
施
策
で
は
、
糖
尿
病
対
策
強
化
や
デ
ー

タ
ヘ
ル
ス
計
画
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
グ
ラ

ン
ド
デ
ザ
イ
ン
の
策
定
、
区
内
経
済
活
性
化
や
治

安
及
び
美
化
推
進
事
業
等
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

た
め
に
諸
課
題
に
対
応
す
る
予
算
と
な
っ
て
い
る
。

ま
ち
づ
く
り
施
策
で
は
、
災
害
に
強
い
安
全
・

安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組
み
や
、
竹
ノ
塚
駅

付
近
鉄
道
高
架
化
事
業
等
を
推
進
す
る
と
し
て
い

る
。
エ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、

地
元
要
望
に
配
慮
し
な
が
ら
、
地
域
の
活
性
化
に

資
す
る
よ
う
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
。

経
営
改
革
施
策
で
は
、
「
協
創
」
の
実
現
に
向

け
、
４
つ
の
視
点
で
基
本
的
方
向
を
整
理
し
て
事

業
を
構
築
・
展
開
す
る
こ
と
に
期
待
し
、
多
様
な

人
々
や
団
体
等
が
ゆ
る
や
か
に
繋
が
る
こ
と
で
、

よ
り
力
を
発
揮
で
き
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
を
推

進
す
べ
き
と
考
え
る
。

な
お
、
共
産
党
提
出
の
修
正
案
に
つ
い
て
は
、

今
後
の
中
・
長
期
的
な
区
政
運
営
を
考
慮
し
た
案

と
は
言
え
ず
、
到
底
賛
成
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。

最
後
に
、
今
回
の
予
算
特
別
委
員
会
で
、
我
が

党
の
委
員
か
ら
指
摘
し
た
事
項
及
び
提
案
や
要
望

に
つ
い
て
、
新
年
度
予
算
の
執
行
や
こ
れ
か
ら
の

区
政
運
営
に
反
映
さ
せ
る
よ
う
強
く
求
め
る
。

足
立
区
議
会

民

進

党
討 論 者

委　員
長谷川 たかこ

今
後
、
年
少
人
口
や
生
産
年
齢
人
口
が
減
少
し
、

生
産
人
口
比
率
が
低
下
す
る
一
方
、
高
齢
化
率
が

上
昇
し
て
い
く
中
で
、
支
援
体
制
の
新
た
な
整
備

や
さ
ま
ざ
ま
な
対
策
の
改
善
に
向
け
た
具
体
的
な

支
援
策
等
の
行
政
需
要
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
。

そ
の
よ
う
な
中
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制

度
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
、
医
療
、
介
護
等

の
社
会
保
障
や
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
等
、
急
増

す
る
社
会
保
障
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
と
人
材
を
確
保

す
る
た
め
の
社
会
保
障
予
算
の
確
保
と
地
方
財
政

措
置
を
的
確
に
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

足
立
区
が
区
民
に
一
番
身
近
で
あ
る
地
方
自
治

体
と
し
て
、
変
化
す
る
区
民
ニ
ー
ズ
に
応
え
必
要

な
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
に
は
、
歳

入
・
歳
出
を
的
確
に
見
積
も
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、

人
的
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
の
社
会
保
障
の
充
実
、
地

方
財
政
の
確
立
、
さ
ら
に
は
自
治
体
間
の
競
争
の

中
、
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
、
区
民
に
向
け
、

安
心
で
き
る
明
る
い
未
来
を
提
示
で
き
る
政
策
を

行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

区
長
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
区
が
主
導
的
に

事
業
を
構
築
し
、
協
働
で
進
め
る
手
法
で
は
、
さ

ら
な
る
協
働
の
深
化
は
期
待
で
き
ず
協
創
力
を
高

め
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
こ
の
反
省
点
を
踏
ま

え
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
を
要

望
す
る
。

新
年
度
の
施
策
と
し
て
評
価
す
べ
き
点
は
、
発

達
障
が
い
児
支
援
事
業
と
し
て
、
就
学
前
か
ら
就

学
ま
で
の
相
談
機
能
を
一
本
化
し
、
障
が
い
の
受

容
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
相
談
で
き
る
体
制
を
と

り
、
つ
な
が
る
支
援
を
す
る
こ
と
や
不
登
校
対
策

と
し
て
子
ど
も
へ
の
支
援
を
強
化
し
、
個
々
の
状

況
を
丁
寧
に
把
握
し
て
不
登
校
の
状
況
の
改
善
と

学
校
・
社
会
へ
の
復
帰
を
図
る
こ
と
、
児
童
養
護

施
設
退
所
者
に
区
営
住
宅
枠
を
新
規
で
設
置
す
る

施
策
方
針
等
、
大
変
評
価
を
す
る
も
の
で
あ
る
。

最
後
に
、
委
員
会
で
の
議
論
の
内
容
を
十
分
に

念
頭
に
置
き
、
執
行
さ
れ
る
こ
と
を
強
く
要
望
す
る
。


